
日時 : 令和８年１１月２８日（土）
１０:００～１２:００（受付９:３０～）

主 催 埼玉県移行期医療支援センター
事務局

お問合わせ 地域連携・相談支援センター (担当 : 紫藤・佐々木）

TEL 048-601-1509（直通） 〒330-8777 さいたま市中央区新都心1-2

・埼玉県在住の概ね１５歳以上の小児慢性特定疾病医療受給者とその家族
・埼玉県在住の成人期に向けて移行をお考えの方
・埼玉県内の医療機関の関係者

②スマートフォンからお申込みの方
右の二次元コードから⇒

・８月１０日(月）～１１月２３日（月）＊定員になり次第締め切り

第７回埼玉県移行期医療支援セミナー

埼玉県立小児医療センター

申込み方法

申込み期間

参加対象者

安心して大人の医療へ進むために
～ 整形外科の移行期を一緒に考えよう  ～

➢ 定員１００名 ➢ 参加費 無料

地方独立行政法人
埼玉県立病院機構

彩の国

埼玉県

令和元年度に開設した『埼玉県移行期医療支援センター』では、小児科・小児病院から成人診療科へ、スムーズ

な移行ができるよう相談窓口の開設やセミナー開催、リーフレットの作成などをおこなっています。

今年度のセミナーは、整形外科分野を中心に患者・家族が安心して移行期を迎えるためのポイントを医師、理学療法士がお話し

します。また、移行を経験された先輩から、成人病院への移行の体験談をお話しいただきます。

現在、移行準備を進めている方、これから移行を迎える患者さん、ご家族の皆さま、ぜひご参加ください！

・ひと家族３名様までの参加
・中学生以下は家族同伴

どのような疾患をお持ちの方でも
ご参加いただけます！

場所 : 埼玉県立小児医療センター６階 講堂 (会場開催のみ）

内 容

セミナーの紹介

埼玉県マスコット
「コバトン」 

①PCからお申込みの方
お申込みはこちらから

講義1

「運動器疾患のバトンをつなぐために」
埼玉県立小児医療センター 整形外科科長
（小児運動器センター長）   平良 勝章

講義2

「理学療法士として出来ること」     

埼玉県立小児医療センター 保健発達部
            理学療法士                      白子 淑江

講義3
「整形外科治療における移行期医療の体験談

〜岩槻から都を駆け抜ける〜」
  移行経験者（元患者）

講義4

「高校卒業後の生活について」
            あすはゆリハビリクリニック院長 青木 朝子

講義5

「小児病院側に求めること 
成人病院側に求められること」

            東鷲宮病院                    大島 洋平

座談会

ー移行期をみんなで語り合おう！ー
    司会 埼玉県立小児医療センター 整形外科医長

     根本 菜穂

https://www.saitama-pho.jp/scm-c/anketo-open/anketo_2026_49.html
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